
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
71
年
。
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

国
際
的
な
運
動
の
高
ま
り
の
中
で

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
、
広
島

で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
最
終
日

に
「
広
島
か
ら
の
呼
び
か
け
」
を

採
択
、
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

を
大
き
く
広
げ
、
核
廃
絶
に
向
け

て
国
際
的
に
核
保
有
国
に
迫
っ
て

い
く
大
運
動
を
提
起
し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
広
島
と
長
崎
の

平
和
式
典
で
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
に
向
け
「
努
力
を
重
ね
て
い

く
」
と
述
べ
る
一
方
で
、
オ
バ
マ

大
統
領
が
検
討
し
て
い
る
核
兵
器

の
先
制
不
使
用
宣
言
に
、
首
相
自

ら
「
反
対
」
の
意
向
を
伝
え
て
い

た
こ
と
が
米
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト

紙
の
報
道
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。唯

一
の
被
爆
国
の
首
相
と
し
て

の
資
質
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
都
知
事
選
挙
で
は
、
初

め
て
の
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
闘

い
で
、
今
後
に
生
か
す
べ
き
課
題

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
国
政
選

挙
に
と
ど
ま
ら
ず
地
方
選
挙
の
様

相
を
一
変
さ
せ
る
歴
史
的
闘
い
と

な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
都
議
団
は
、
新
し
い
小

池
知
事
に
は
待
機
児
解
消
や
コ
ン

パ
ク
ト
な
五
輪
大
会
、
舛
添
前
知

事
の
問
題
の
解
明
な
ど
公
約
実
現

を
具
体
的
に
迫
る
と
共
に
、
舛
添

路
線
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
大
型
開

発
優
先
の
基
本
路
線
と
は
キ
ッ
パ

リ
と
対
決
し
、
改
憲
、
核
武
装
等

と
い
う
超
タ
カ
派
的
立
場
を
都
政

に
持
ち
込
ま
せ
な
い
よ
う
、
攻
勢

的
に
是
々
非
々
の
立
場
で
対
処
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
都
知
事
選
の
出
発
点

と
な
っ
た
の
が
、
舛
添
前
都
知
事

が
「
政
治
と
金
」
で
の
辞
任
。
都

民
に
信
頼
さ
れ
る
ク
リ
ー
ン
な
都

政
を
つ
く
る
に
は
、
舛
添
前
知
事

問
題
を
曖
昧
に
せ
ず
真
相
を
究
明

し
、
二
度
と
こ
う
し
た
政
治
と
金

の
問
題
が
起
こ
ら
な
い
具
体
策
を

講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。小

池
知
事
は
、
「
都
政
改
革
対

策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
第
三
者
委
員
会
に
つ

い
て
は
現
在
検
討
中
と
の
こ
と
で

す
。
舛
添
前
知
事
問
題
を
棚
上
げ

さ
せ
な
い
、
審
査
会
や
監
理
団
体

も
含
め
た
情
報
公
開
な
ど
、
都
民

に
開
か
れ
た
風
通
し
の
良
い
ク
リ
ー

ン
な
都
政
に
す
る
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

税
金
の
使
い
方
も
大
き
く
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
都
の
お
金
は
、
13

兆
円
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
家
予

算
並
み
の
規
模
で
す
。
「
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
視
点
」
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
都
政
す
る
た
め
の
予
算
編
成
に

変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
住
民
も
議
会
も
区
長
も

見
直
し
を
求
め
て
い
る
の
に
強
行

し
て
い
る
都
市
計
画
道
路
計
画
で
、

今
年
度
だ
け
で
も
2
千
億
円
の
予

算
。
そ
れ
を
認
可
保
育
園
や
、
大

学
生
の
奨
学
金
制
度
、
介
護
保
険

料
の
軽
減
な
ど
に
回
す
こ
と
で
す
。

小
池
知
事
は
職
員
へ
の
訓
示
で

「
で
き
な
い
理
由
を
探
す
よ
り
で

き
る
方
法
を
」
と
話
し
、
「
待
機

児
ゼ
ロ
」
「
都
内
の
あ
ら
ゆ
る
遊

休
空
間
の
活
用
で
介
護
施
設
不
足

解
消
」
な
ど
公
約
し
て
き
ま
し
た
。

待
機
児
解
消
策
や
医
療
・
介
護
の

負
担
軽
減
等
具
体
策
を
提
案
し
、

実
現
を
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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都
心
で
37
度
、
灼
熱
の

夏
日
も
71
年
目
の
終
戦
記

念
日
を
過
ぎ
る
と
吹
く
風

も
秋
め
い
て
き
ま
し
た
▼

都
知
事
選
で
は
、
待
望
の

野
党
共
闘
が
実
現
し
た
も
の
の
告

示
前
夜
の
決
定
。
舛
添
疑
惑
へ
の

１
千
万
人
余
の
有
権
者
の
怒
り
は

「
小
池
の
乱
」
を
演
出
し
て
マ
ス

コ
ミ
を
賑
わ
し
た
候
補
へ
の
支
持

に
集
約
さ
れ
る
残
念
な
結
果
で
し

た
▼
し
か
し
、
野
党
共
闘
は
「
四

つ
の
よ
し
」
や
「
非
核
平
和
都
市

宣
言
」
な
ど
で
都
政
を
転
換
す
る

政
策
で
一
致
し
、
「
オ
ー
ル
与
党

体
制
」
に
風
穴
を
開
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
型
開
発
政
策
を
継
続

す
る
新
知
事
へ
の
都
民
の
審
判
は

厳
し
く
な
り
、
来
年
に
は
知
事
選

に
敗
北
し
た
自
公
を
追
い
詰
め
る

チ
ャ
ン
ス
と
な
る
都
議
選
が
あ
り

ま
す
▼
内
閣
改
造
で
は
、
二
代
目

と
な
る
女
性
防
衛
相
に
稲
田
氏
が

就
任
。
「
国
を
守
る
た
め
に
血
を

流
す
覚
悟
」
を
説
く
国
粋
主
義
者

が
「
女
性
が
輝
く
時
代
」
の
象
徴

な
の
か
。
選
挙
直
後
、
団
地
の
集

合
ポ
ス
ト
に
「
日
本
人
の
命
を
守

れ
な
い
憲
法
９
条
を
改
正
し
ま
し
ょ

う
」
と
の
チ
ラ
シ
（
日
本
チ
ラ
シ

同
好
会
）
が
投
か
ん
さ
れ
、
あ
る

テ
レ
ビ
局
は
自
衛
官
募
集
の
Ｃ
Ｍ

を
流
し
始
め
ま
し
た
▼
戦
後
最
大

の
危
機
に
立
ち
向
か
う
野
党
共
闘

に
は
、
か
つ
て
な
い
連
帯
と
信
頼

の
絆
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
江
東

区
で
も
４
・
６
集
会
を
契
機
に
、

自
公
を
除
く
各
党
派
の
議
員
が
市

民
団
体
と
と
も
に
都
知
事
選
を
取

り
組
む
な
か
で
、
そ
の
絆
を
育
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
相
互
の
不
断

の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

山
崎
区
長
は
、
第
２
回
区
議
会

定
例
会
に
、
地
下
鉄
８
号
線
建
設

基
金
５
億
円
積
み
増
し
、
調
査
費

２
千
７
百
万
円
の
補
正
予
算
案
を

提
出
し
ま
し
た
。

地
下
鉄
８
号
線
が
国
の
交
通
政

策
審
議
会
で
「
最
優
先
整
備
路
線
」

に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
を
受
け
て
、

整
備
促
進
を
図
る
の
が
目
的
と
い

い
ま
す
。

し
か
し
、
事
業
の
規
模
も
枠
組

み
も
全
く
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
も
と
で
区
は
平
成
24

年
に
３
千
２
百
万
円
、
翌
25
年
に

２
千
５
百
万
円
の
予
算
を
と
り
需

要
予
測
調
査
な
ど
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
再
調
査
の
必

要
性
が
問
わ
れ
ま
す
。

ま
た
街
づ
く
り
の
調
査
を
外
部

委
託
で
行
う
こ
と
も
問
題
で
す
。

補
正
予
算
の
財
源
に
は
都
区
財

政
調
整
交
付
金
の
う
ち
の
保
留
分

が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

保
留
分
は
「
当
初
予
算
編
成
時

に
全
額
確
定
で
き
な
い
」
「
年
度

途
中
の
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応

す
る
」
と
し
て
、
予
算
書
に
歳
入

と
し
て
計
上
さ
れ
な
い
、
い
わ
ば

隠
し
財
産
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

そ
の
金
額
は
毎
年
数
10
億
円
に

上
り
、
例
年
、
３
月
の
最
終
補
正

予
算
で
「
剰
余
金
」
と
し
て
各
種

の
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

そ
れ
を
年
度
開
始
わ
ず
か
3
カ

月
で
５
億
円
も
基
金
に
積
み
立
て

る
よ
う
な
財
政
運
営
は
問
題
で
す
。

暮
ら
し
が
大
変
な
区
民
生
活
を

支
え
る
た
め
に
日
本
共
産
党
区
議

団
が
提
出
し
た
平
成
28
年
度
予
算

案
に
対
す
る
修
正
額
は
、
７
億
８

千
万
円
増
で
す
。

多
額
の
「
保
留
分
」
を
抱
え
込

み
、
不
要
な
溜
め
込
み
を
改
め
て
、

区
民
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
る

べ
き
で
す
。

地
下
鉄
８
号
線
建
設
基
金
積
み
増
し

不
要
な
溜
め
込
み
金
「
保
留
分
」

核
の
傘
に
固
執
す
る
安
倍
首
相

「
核
先
制
不
使
用
宣
言
」
に
反
対
の
意
向

写

真

は

、

江

東

区

か

ら

参

加

し

た

代

表

団

の

み

な

さ

ん

日
本
共
産
党
都
議
会
議
員

あ

ぜ
上

三
和
子

■
初
の
野
党
共
闘
が
成
立

■
舛
添
疑
惑
の
徹
底
解
明

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
政
へ

多
額
の
積
み
立
て
は
、
問
題

区
民
生
活
支
え
る
予
算
へ



「
公
務
」
の
職
場
は
正
職

員
以
外
の
比
率
が
増
え
て
お

り
、
江
東
区
役
所
で
は
非
正

規
労
働
者
が
３
割
を
超
え
、

非
正
規
が
い
な
い
と
仕
事
が

回
ら
な
い
実
情
で
す
が
、
年

収
な
ど
労
働
条
件
は
大
き
な

差
の
ま
ま
で
す
。

集
会
で
は
、
６
月
の
参
院

選
の
主
要
政
党
全
て
が
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
を
政
策

に
掲
げ
、
７
月
末
の
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
が
「
全
国
平

均
24
円
の
最
低
賃
金
引
き
上

げ
８
２
２
円
」
（
東
京
は
25

円
、
９
３
２
円
）
を
答
申
し

て
お
り
、
江
東
区
で
は
時
間

給
ア
ッ
プ
が
な
い
と
来
年
10

月
に
は
最
賃
に
追
い
越
さ
れ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

区
内
の
民
間
３
２
２
社
の

パ
ー
ト
な
ど
の
基
本
時
給
平

均
が
１
０
１
６
・
９
円
で
あ

る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
決
議
は
、
「
最
低
限

の
要
求
」
と
し
て
臨
時
職
員

と
非
常
勤
の
時
給
引
き
上
げ
、

勤
務
年
数
に
応
じ
た
昇
給
、

年
間
３
か
月
の
一
時
金
と
退

職
金
、
超
過
勤
務
手
当
の
実

績
保
障
な
ど
求
め
て
い
ま
す
。

来
賓
の
日
本
共
産
党
の
そ

え
や
良
夫
、
山
本
真
の
両
区

議
と
自
民
、
民
進
、
無
所
属

の
計
６
人
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

同
映
画
は
、
マ
イ
ケ
ル
・

ム
ー
ア
監
督
が
ア
メ
リ
カ
の

医
療
問
題
に
メ
ス
を
入
れ
た

２
０
０
７
年
公
開
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
な
い

ア
メ
リ
カ
の
医
療
の
実
態
を

映
し
、
そ
の
裏
に
あ
る
保
険

会
社
の
儲
け
主
義
を
暴
い
て

い
ま
す
。
お
金
を
持
っ
て
い

る
人
だ
け
が
質
の
良
い
医
療

を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
社
会

の
現
実
。
映
像
は
、
カ
ナ
ダ

や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
そ

し
て
キ
ュ
ー
バ
な
ど
の
充
実

し
た
医
療
制
度
と
対
比
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

日
本
で
は
、
政
府
の
医
療

費
抑
制
政
策
に
よ
り
国
民
皆

保
険
が
徐
々
に
形
骸
化
さ
れ
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
ア
メ
リ
カ
の
保
険

制
度
が
よ
り
一
層
導
入
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
中
、
こ
の

映
画
は
警
告
を
鳴
ら
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

「
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
衝

撃
的
な
映
画
で
し
た
。
ま
だ

見
て
な
い
人
は
ぜ
ひ
一
見
の

価
値
あ
り
」
の
感
想
も
。
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太平洋戦争末期、米軍の空襲が激化し、

1944(昭和14)年３月、東京都は政府の方
針を受け、国民学校児童の疎開を促進し

ます。６月30日、政府は「帝都学童集団
疎開実施要項」を定め、やがて戦力とな

る３年生から６年生の児童を、老人や病

人より優先して都市から離すことにしま

した。

学童疎開はまず縁故疎開をすすめ（深

川区 2,712人、城東区 3,069人）、縁故
先のない者の集団疎開は強制的で、深川

は新潟県、城東は山形県ときめられまし

た。両県とも受入児童数は12,000人のと
ころ、深川 15,582人、城東 14,825人で、
しかも葛飾区や江戸川区との組みあわせ

だったので、深川 9,100人、城東8,800人
だけが疎開することができました。

８月４日から９月24日の間に、両国駅、
亀戸駅、錦糸町駅から出発。１学級100
人に教職員２人、保母４人、作業員３人

と地元の医者１人が配属されました。

集団疎開は、初めは45年３月末までの
予定が、予想以上の戦況悪化のため１年

延長されます。

そのため、６年生は卒業や進学のため３

月末までに親元に帰され、新３年生が疎

開に加わることなりました。

釜屋堀国民学校の児童が、親兄弟に久

しぶりに会えると胸をはずませて亀戸駅

についたのは、３月３日早朝でした。そ

れから６日目の夜、東京大空襲がおそい

かかります。

(注)東京大空襲・戦災資料センター
（北砂１丁目）の３階「戦争と子どもた

ち」のコーナーに、卒業式で戻った数矢

国民学校の記念写真が展示され、「その

10数時間後に大空襲で半数以上が亡くなっ
た」と説明されています。３月９日まで

に帰京した児童は 3,500人余で、その半
数以上が犠牲になったといわれています。

また、家族が全滅して戦災孤児として戦

後を生きた多くの人 が々います。

概説

（59）

７

月

29
日

、

江

東

区

社

会

保

障

推

進

協

議

会

は

、

映

画

「

シ

ッ
コ

」

の

上

映

会
を

江

東

区

総

合
区

民

セ

ン

タ

ー

で

開

き
ま

し

た

。

昼

夜
２

回

の

上

映

で
２

１

５

名

が

鑑
賞

し

ま
し

た

。

区
役

所
や

公
社
、

委
託

先
の
民

間
企

業
で

非
常
勤

、
臨

時
職

員
、
パ

ー
ト

な
ど
非

正
規

雇
用
で

働
く

公
務

公
共
一

般
労

働
組

合
江
東

支
部

は
７
月

29
日

、
均

等
待

遇
を
実

現
さ

せ
て
日

本
経

済
底
上
げ
を
江
東
区
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
集
会
を
開
き

、

予
定
を
超
え

る

94
人
が
参

加
し
ま
し

た
。

第
一
部
で
は
、
手
作
り
ジ
ャ

ム
や
自
宅
で
と
れ
た
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
販
売
や
ピ
ー
ス
カ

フ
ェ
（
コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ッ
キ
ー
）

な
ど
多
彩
な
内
容
の
交
換
会
。

第
二
部
で
は
戦
争
体
験
を

二
人
の
会
員
が
語

り
ま
し
た
。

当
時
３
歳
だ
っ

た
石
倉
清
美
さ
ん

が
覚
え
て
い
る
の

は
、
寝
る
時
に
は

洋
服
を
た
た
み
枕

元
に
置
き
、
警
報

で
起
こ
さ
れ
親

に
連
れ
ら
れ
防

空
壕
へ
逃
げ
た

こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
結
婚

し
白
河
町
に
住

み
ま
し
た
が
、

夫
の
父
は
特
別

警
防
隊
と
し
て
『
東
京
大
空

襲
・
戦
災
誌
』
に
「
ゲ
ー
ト

ル
を
水
に
浸
し
て
」
と
い
う

題
で
寄
稿
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
防
空
壕
へ
避
難
誘

導
し
て
い
た
父
は
「
空
襲
で

は
防
空
壕
も
消
火
訓
練
も
役

に
立
た
ず
、
誘
導
し
た
防
空

壕
で
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く

な
っ
た
」
と
悲
惨
で
悲
痛
な

実
態
を
伝
え
て
い
ま
す
。

車
椅
子
で
参
加
し
た
区
内

大
島
生
ま
れ
の
桐
生
マ
サ
子

さ
ん
は
、
戦
中
・
戦
後
を
思

い
出
す
の
が
つ
ら
い
と
述
べ

「
空
襲
で
は
火
が
風
を
呼
び
、

風
が
火
を
呼
ぶ
。
翌
日
自
宅

に
戻
る
と
家
は
な
く
、
３
大

小
も
燃
え
て
な
く
な
っ
て
い

た
」
。

最
近
、
戦
争
と
い
う
言
葉

を
聞
く
が
「
戦
争
は
人
間
性

を
変
え
て
し
ま
う
、
二
度
と

戦
争
の
な
い
世
界
を
つ
く
り

た
い
」
と
決
意
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
内
田
み
ど
り
さ
ん

が
、
壺
井
栄
の
「
明
日
の
風
」

の
語
り
を
行
い
ま
し
た
。

７

月

31
日

、

砂

町

文

化

セ

ン

タ

ー

で

「

平

和

フ

ェ

ス

タ

」

が

開

か
れ

ま

し

た

。

「

原
水

禁

世

界

大

会

」
と

「

母
親
大

会
」
を

応
援
し

よ
う
と

企
画

さ
れ
た

も
の
で

、

日

頃

の

小

組

な
ど

の

活

動

で

作

成
し

た

パ

ッ

チ

ワ

ー
ク

や

切

り
絵

な

ど
の

作

品
が

展
示

さ

れ
ま

し

た
。

☆

行
事
日
程

☆

○

９
月

４
日（

日

）
13
時

〜

（
赤
門
浄
心
寺
）

◆

亀

戸

事

件

9 3
周

年

追

悼

会

○

９
月

９
日（

金

）

（
区
内
７
駅
ほ
か
１
カ
所

）

◆

９

の

日

宣

伝

行

動

○

９
月

11
日（

日

）

（
南
砂
２
丁
目
住
宅
供
給
公
社

）

◆

９

条

守

る

団

地

署

名

⑨

※

９
時

30
分
・
文
化
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ
会

議
室
集
合

○

９
月

18
日（

日

）
10
時

〜

（
木
場
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場

）

◆

土

建

ま

つ

り

○

９
月
24
日（

土

）
16
時
〜

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

◆

地

域

労

組

こ

う

と

う

第

８

回

定

期

大

会

戦

争

の
体

験

を

話

す

桐

生

さ
ん

（

上

）

と

石

倉

さ
ん
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